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　・・・「そのころ、 東光ちゃんは小説にこっていた。 五十枚ぐらいのものを一晩で
書き飛ばしていた。 できあがると私を聞き手に朗読し、読む方も聞く方もひどく
興奮して、夜の白むのも忘れることが多かった。 その小説をどこかに発表するな
どということはまだ考えてもいなかったらしく、 一読するとたなに投込んで、
また次の構想にとりかかるのだが、その構想のために、夜道をどこまでも歩き、
二人ともくたくたになり最後は公園のベンチで始発の電車を待ったりしたことも
ある。・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　(東郷青児著 「他言無用」毎日新聞社 所収より )

　晩年、東光（78歳）は若き日の夢であった二科展初入選を成就します。（木村）

東
光
と

青
春

　

E
X
P
O
 は
昭
和
4
5
年
３
月
１
５
日
か
ら
９
月
１
３
日 

ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
た
、日
本
で
初
め
て
の
国
際
博
覧
会
だ

っ
た
こ
と
は
有
名
で
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昭
和
３
９
年
９
月
１

４
日
に
大
阪
開
催
が
決
定
さ
れ
、５
年
間
に
及
ぶ
準
備
期
間
を

経
た
も
の
で
す
が
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
直
前
に
決
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
、人
々
を
活
気
づ
け
ま
し
た
。

 

昭
和
４
０
年
の
こ
の
前
後
に
は
、今
東
光
の
人
気
は
文
芸
の
枠

を
飛
び
越
え
て
、作
家
か
ら
文
化
人
タ
レ
ン
ト
へ
と
人
々
へ
浸

透
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。本
業
は
僧
侶
兼
作
家
、余
技

に
講
演
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
と
渡
り
歩
く
東
光
は
、企
業
の
C
M

広
告
に
も
登
場
し
て
い
ま
し
た
。

 

昭
和
４
２
年
６
月
１
５
日
発
行
号
の「
グ
ラ
フ
N
H
K
」誌
の

裏
面
広
告
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
マ
ツ
ダ
ル
ー
チ
ェ
の
広
告
で
は
、

す
で
に
八
尾
の
天
台
院
に
や
っ
て
き
た
当
時
の
面
影
は
な
く
、

セ
レ
ブ
感
が
漂
っ
て
い
る
の
が
時
代
を
映
し
て
い
ま
す
。広
告
は

時
代
を
映
す
と
い
わ
れ
ま
す
が
、こ
の
広
告
を
見
る
と
、東
光
の

物
語
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
す
れ
ば「
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
」

と
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

十代で上京し、画家をめざした東光でしたが親交の深かった
関根正二、東郷青児達の才能に衝撃を受けます。
やがて川端康成、菊池寛等との出会いもあり文学の道をあゆみ
始めたとされています。 『

広
告
塔
と
し
て
の
作
家
』

・・・私と東光とは、夕方になると、本郷から小石川、田端にか

けた夕暮の道を散歩しました。喫茶店などと言うもののなかっ

た当時のことです。夏の間は、町中に、氷の赤い旗を出した店

が何軒もあります。私たちはそこへ寄って、金時と言う小豆

の上へ氷をおいて、赤い密をかけた氷を食べるのでした。ただ

散歩して、氷屋で金時を食べる。それだけの間柄で、ボーイフ

レンドなどと言へるでせうか。

　東光は画を描いていました。私にはよく分らない新傾向の画

だったのですが、私にとって、彼が画家であっても、文士

であっても、どちらでも宜かったのです。私はただ、彼が

ほんの少し私を好きになってくれ、そして散歩してくれさ

えすれば、他に何の要求もなかったからなのです。

　東光は色の白い、大きな、いたづらっぽい眼をした、

絶世の美少年でした。「信じられない。」と人が言ひますが、

その人は五十年の歳月のことを忘れています。・・・
　　　　　　　　　　（宇野千代『私の文学的回想記』中央公論社 所収より）
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東
光
は
そ
の
広
告
に
次
の
よ
う
な
文
章
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
「
汽
車
、汽
船
、電
車
、飛
行
機
、乗
物
は
何
に
よ
ら
ず
乗
心
地
を

最
上
と
す
る
。と
り
わ
け
自
動
車
は
、日
常
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
物

だ
け
に
、乗
心
地
の
よ
い
車
に
乗
ら
な
い
と
、精
神
と
肉
体
を
害

す
る
。そ
の
点
で
こ
の
新
車「
ル
ー
チ
ェ
」は
乗
心
地
の
よ
い
こ
と
、

す
な
わ
ち
微
動
だ
に
し
な
い
点
で
、驚
異
的
な
国
産
車
だ
。日
本

も
遂
に
こ
の
よ
う
な
高
級
車
を
産
み
出
し
た
か
と
感
心
し
た
が
、

し
か
も
低
廉
、し
か
も
６
人
乗
り
と
き
て
は
申
し
分
が
な
い
。日

本
人
も
贅
沢
を
手
に
入
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。」

（「
グ
ラ
フ
N
H
K　
青
春
気
流
」
昭
和
４
２
年
６
月
１
５
日
号　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
面
広
告「
私
も
ル
ー
チ
ェ
を
愛
用
し
て
い
ま
す
」よ
り
）

　

日
本
人
も
贅
沢
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
の
は
、東
光
の
実

感
が
こ
も
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、広
告
に
説
得
力
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。車
の
宣
伝
で
、後
ろ
に
乗
せ
て
も
ら
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
も
、広
告
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る

層
も
わ
か
り
や
す
い
で
す
よ
ね
。今
東
光
は
こ
の
時
7
0
歳
に

近
い
年
齢
。大
阪
万
博
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
社
会
状
況

の
な
か
で
、東
光
は
い
ず
れ
参
議
院
議
員
全
国
区
へ
の
立
候
補

を
打
診
さ
れ
る
ま
で
の
人
気
を
博
し
て
い
く
の
で
し
た
。（
了
）

“

“
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（挿画・今東光　『青春の自画像』より）

※

　
こ
の
広
告
は
現
在 

今
東
光 

資
料
館
で
展
示
し
て
い
ま
す

※
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